
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１項．想定できるトラブルに対しての取り扱いを明確にし、不安なく対応出来る様に、全社員に対する教育と現車や実機を使用した訓練を、 

ダイヤ改正までに終了させること。 

会社回答）新たな着席サービスについては、常に周知等を進めているところであるが、今後も必要な教育・訓練は実施していく。 

 

組 合 会 社 

全ての訓練が終了し、実施に

あたっては、問題ないという

認識か？ 

現車・実機とも特急乗務担当者には必要な訓練を行い、 

１００％終了している。問題ないという認識である。 

 

 

 

 

 

現場では「支社に対し現車訓練を

要望したものの、机上訓練となっ

た」という認識だが？ 

工事の関係等で現車を留置出来る選択肢は武蔵小金井 

派出しかなかった。現車訓練の準備はしてきたが、移動 

時間の制約で結果として資料を充実させて対応してきた。 

 

 

 

 

現場からは不安だという声が多く挙がって

いるが、どのように対応したのか？ 

一部の社員から不安の声はあったが、職場から 

現車訓練を求める声は無かった。 

 

 

 

 

何故支社として全職

場に現車訓練を指導

しなかったのか？  

 

支社として全職場で現車訓練を行う予定で１月から２月まで現車の 

調整をした。しかし、一部の職場から「現車ではない指導方法で対応

出来る」と言われ、机上訓練で対応する判断をした。丁寧に教育・   

フォローし、一定の不安は解消されたため現車訓練を行う必要は無い。 
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